
 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

        

 

    

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月 19 日前後は「ふるさとくまさん

デー」です。今年は、菊池地区で生産

される食材を紹介します。 

今回
こんかい

は七 城
しちじょう

で農 業
のうぎょう

を 営
いとな

まれている、秋岡
あきおか

さんに

インタビューをしました。農業歴
のうぎょうれき

は 25年
ねん

ほどにな

り、ほうれん草
そう

の栽培
さいばい

は 5～6年前
ねんまえ

から 行
おこな

っている

そうです。 

今年
こ と し

は 10月
がつ

下旬
げじゅん

に種
たね

をまき、1月
がつ

中 旬
ちゅうじゅん

ごろから

収 穫
しゅうかく

が始
はじ

まる予定です。夏
なつ

の暑
あつ

さや雨
あめ

の降
ふ

り方
かた

など

をみながら種
たね

をまく時期
じ き

を 考
かんが

えるそうです。おいし

いほうれん草
そう

をつくるポイントのひとつは「種選
たねえら

び」

だそうです。 

＜もんだい＞ほうれん草
そう

に含
ふく

まれるビタミンC
シー

の 量
りょう

は、 

どちらの季節
き せ つ

に収 穫
しゅうかく

したほうが多
おお

いでしょうか？ 

 

② 冬
ふゆ

 

こたえ 
① 夏

なつ

    ② 冬
ふゆ

 

ほうれん草
そう

の 旬
しゅん

である冬
ふゆ

に収 穫
しゅうかく

する方
ほう

が、ビタミンC
シー

の 量
りょう

が多
おお

くなります。 

その 量
りょう

は、夏
なつ

に収 穫
しゅうかく

した時
とき

の約
やく

3倍
ばい

にもなります。さらに、糖
とう

の含
ふく

まれる 量
りょう

も増
ふ

え

るので、おいしさもアップします。 

きくちさんデー 

たくさんの栄養素
え い よ う そ

をバランスよくふくんでいることか

ら、 緑
りょく

黄色
おうしょく

野菜
や さ い

の王様
おうさま

といわれているほうれんそう。

給 食
きゅうしょく

でも家庭
か て い

でも、１年
ねん

じゅう食
た

べている野菜
や さ い

ですが、

一番
いちばん

おいしいのは冬
ふゆ

。ほうれんそうは、冬
ふゆ

の 間
あいだ

に栄養分
えいようぶん

を

ためこみ、しもにあたることで糖分
とうぶん

とビタミンC
シー

を増
ふ

やし、

甘み
あま

も増
ふ

えるのです。 

今
いま

は 10 ㎝ほどですが、20～30 ㎝ほどに

なってくると収穫
しゅうかく

をします。 

収穫
しゅうかく

はひとつひとつ手
て

で行
おこな

っていきます。 


